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一滞軽広域市町村盟を例として

晴山 JI原

はじめに

都市化の波はモ}タヲゼーシ滋ンによって周辺農村部をものみこんでいる。嘉村部においても都

市的生活様式が投遜・定藁してきたことにより，より高度主都市的サ日ビスが求められるようにな

った。地域許離の方針も生活基盤の充実から高次機能施設の整備へと推移してきたc

本論文は，以上のような地域計闘の夢みをふまえ，地方罷均一定の地域における都市的サ」ピス

施設の立地状況と，それを規定する地理学的諸条件，さらι住民の蒐設への対応、について考察する

ものである。

日 研究対象地域と研究対象施設

研究対象地域として，関 1に示す響森県の部職広域市町村掛け市71UJ5村〉をとりあげる。当

圏域は狩近に影響接受ける大都市がなく，地形的・社会的・経済的に弘前市を中心都市とする有機

的なまとまりをもっ地域である。

研究対象施設として誌，社会教育的施設〈文化会館・薄物館・阻害欝・公民館)をとりあげる。

都市的サ}ピスの中でも，これらは地域住員による自主的・話常的利用が盟まれ，住民の生活に最

も身近で麓要と患われるからである。また，服部主t二部の中心機能分析 (1973r都市化の地理J， 

122 --126)によると，社会教育的施設は，都市機能の中で最も中心性の高い摺報文化機能に蕗し，

それ故これらの施設は，地域内の都市的サ‘叩削ピス性を最もよく示す指際になると考えるからである。

なお，地域全搾}こ対するサ…ピス扶給という観点から，経営効率の高い都市部に偏在する民間の

情報文化施設ははずれるので，本論ではとりあげない。

要 研究対象地域の概

当圏域の人口は約36万人(1983年〉で島る。集蕗は南津軽薄を中心とする平野部で分布掛疫が

く，この地域で、は中小集落を縞白状に結んで、交通網が発達している。

当鹿島域は，全国的iこは農林業就業者率の高い農村地域でまうるが域内の建築をみると，弘前・蒸器

両市で，告白舗専門・管理・事務等の都市脅さ就業者率が拠出している:弘南産軽郡名町村が中津軽

郡各町村より都市的就業構浩を示している。これは。ニ都市間にあって，交通網の発達した平野部

である恵津軽郡では，関市への通勤人口が多いためである。
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臨 1 研究対象地域

表 1 人口競模別施設立地市町村率

〈単位勢)

施設名 図書霊堂 i公民鰭

弘前 100 

そ の 他 の 80 100 

町村人口1.5 --2. 5 55 100 

〆〆 1 n--l 100 

11 0.5 95 

11 87 

注:r図書態J~こは公民館図書室を含まない。
資料 青森県教育庁文化課(1984) : rあおもり芸街文化団体一覧j

日本国書館協会 (1984) r国書館年鑑 1984J 
青森県教育庁社会教育課(1984) 下公民態調査票」 により筆者作成
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百 社会教育的施設の立地状況

( 1 )施設立地率

青森県の都市における文化会館・博物館・臨書館の立地都市率を「都市機能要覧J (1981. 国

土庁〉によって全国と比較すると，青森県は全国平均をタし上回り，高次機能はある程度整鑓され

ているといえる。

表 1に，県内 67市町村の施設立地状況を諒した。博物館・文化会館は，その機能の高次性を反

映して，都市にのみ立地している。図書館・薄物館類叡施設は，主要地方町においてもある程度の

立地がみられる。公民館はほぼすべての市町村に立地している。人口規模が大きくなるにつれて，

立地率の増加と機能分化による施設の多様化が指摘できる。そして高次機能のものほど，人口規模

の大きい集溶への立地額向が強まる。

昭和59年現在，当翻域には文化会館3.博物揺し同類似施設5t 図書館仁公民館55が立

地する。国2は施設の分布と公民館の対象広域を示したものである。黒石市・南津軽の平野部にお

いて公民館の分布癒度が高い。文部省の公民館設韓基準では，対象誌域の…応、のめやすを市では中
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国2 社会教脊施設の分帯
資料青森県教青庁社会教育諜(1984) r公民謡調査顛J
および各市町村教育委員会等での聞きとり・資料
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学校区，町村では小学校区としているが，乙の地域では対象区域の長径が約2--4Kmであり，ほぽ

基準通り整備されているといえる。対象人口も数百人から数千人であり，コミュニティの中核とし

ての公民館の機能を発揮するのに適正な規模である。一方，岩木・大鰐・藤崎・板柳・相馬の各町

村では，公民館が 1館しかなく，整備がたちおくれている。

なお，山間の一部地域を除いて，公民館は対象区域の地理的中心に位置している。乙れは，区域

内の住民のアクセシピリティを均等にするためである。

ア)公民館と集会施設の未分化

町内会，部落が運営する集会施設が，公民館的な用いられ方をしている例がかなりある。平賀町

では，全集落を 26の部落公民館と呼ばれる集会施設でカパーし，町から委託された'社会教育事業

がお乙なわれている。常盤村では，公民館のない集落すべてに集会施設を建て，規模・運営・利用

において公民館との区別がない。またほとんどの市町村で，公民館周辺のコミュニティが独自の集

会施設をもたず，公民館を集会所として利用している。このように公民館は.低次の社会教育施設

として設置されているが，コミュニティ運営のための集会施設と機能面の未分化がみられる。

(2)集落内における施設立地形態

社会教育的施設が，その機能地域における高次の都市的サ」ピスを供給するものであるならば，

地域における最大集落(本集落)の地理的中心に位置するものと考えられる。この仮説に基づき，

各市町村の本集落における施設の立地点について考察した。その結果，町村レベノレの本集落では，

施設は公共施設群の中に未分化の状態で立地し，集落(または複数の集落間)の地理的中心に位置

するが.都市など集落規模が大きくなるにつれ，社会教育的施設地区が官公庁地区から分離し，そ

れに隣接する形で出現し，地理的中心も中心商庖街に譲るというパタ」ンが見られる。施設が官公

庁地区の付近に立地するのは，これらの施設が公共施設のひとつとして，他の公共施設が転出した

したあとの市町村有地に建設されるためである。

(3)施設立地の経年変化

公民館は，戦後まもなく発足した社会教育機関であるが， しばらくは専用の建物はなく，活動は

集会所等を借用してお乙なわれた。当圏域で，他の施設との併設といえども，物的造営物として一

応の体裁を整えはじめたのは昭和35年乙ろからで，まず各市町村の本集落の中央館が設置された。

45年ごろからは地区館が毎年数館建てられた。文化会館・博物館・図書館の高次機能も乙の乙ろ

から設置されはじめた。 50年代にはいってからは中央公民館の改築が相次ぎ，大規模化・デラッ

クス化が進んでいる。 45年ころから施設の立地がさかんになった理由には，地域住民の「暮らし

やすさ」の価値感が，経済的なものから精神的・文化的豊かさへと変化していく中で，文化活動の

拠点、としての社会教育的施設の設置が強く要求されはじめた乙と，また行政側が，生活関連施設の

整備が進むにつれ，これらの施設へ重点を移すようになったことがあげられる。
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V 施設利用留と住民の対応

(1 )施設利用盟

公員館については既述の通り対象区域が定められているのでここでは述べない。

ア)文化会館

擢し物の性格(主壁面体や出演者の違い〉により，利用語が変化する。中央の劇団・演奏家等の

公演では，利用鶴は県域やそれ以上に拡大する。黒石市は弘前に比べ中央の団体による公槙が少な

い分だけ，地域の文化毘体の発表の場として利用おれ，利用播は小さい。

イ)博物館

当臨域に唯一の弘前市立博物館においても，全自レベノレの美麗擦で、は入場者が多く掠る c 時期的

;こは帯・夏のまえ期体最期間に急増するが，当館のおこなったアンケ…トによれば，この増加は柴内

外からの観光客によるもので為る。

ウ〉図書館

貸出利用者の居住地分布謂査は，利用者のプライパシ}に関わることなので出来なかったが，各

館での開きとりによれば，館が本集落にあるために，利用者の 8-9割は本集落の賠住者であろう

と推測されている。この他に職場単位や，館のサ』ピス惑と受けにくい遠議集搭単位で，

プが組織されており，鎮のサ}ピス供給を構完している。

以上をまとめると，利用圏は施設の機能の高次性や立地する集落の摺鰭に規定おれているといえ

る。

(2)住民の対応

ここで;，~，文化団体について考察する。社会教育は，地械住民の自主的学習行動を促すようにお

こなわれるものであるから，その成果の指標としては，住民の自主的活動である文化団体の動向が

より溺当である。

各吉町村の文化問弗数は，弘前 165.悪石57.大鰐27.較梯・浪岡各部，尾上 23.岩木20.

平賀 19，藤崎 10.相馬 7，常盤6，錠ヶ関5.田舎態・西目屋各3である〈県教脊 1982rあ

おもり芸議文化団体一覧j等による)。活動内経は民俗芸能・書道・掴芸・音楽など.私統的・

味的なものが多く，大都市圏でみられるような，問題意識に器づいた高度な内線の学習研究活動は

ほとんどない。文化団体数は市町村の人口規模とおおむね柑関している。これは集蕗規模が大きく

なるほど，人と財と靖報の集中が進み，文北活動が生ずるような環境が醸或されるためで、ある。一

方公民館分有密度は，文化団体数に示諮れる住民の良主的活動の活発さとは相関がない。つまり当

盟域の公民館は，館が指導・主催する事業に地域住民を参加させることはできても，住民の自主的

活動の促進にきちまり影響力がない。
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日ま め

文化会館・静物館の高次機能は，当韻域にとって漉正な整備状1廷であり，広域に利用されている。

しかし公民館は整備が遅れている地域が島容，住民の活動にも影響力が弱い。公民館棋の整備とと

もに，設構の充実や，住員活動への支援力・体制の強化が要求される。

最後に，本論文の作成に際し，御指導・御助言して下さった水野裕先金，後藤雄ニ先生，また資

料提供・開きとりに快く応じて下さった県・各甫町村社会教育関孫者の方々に心から御礼申し上げ

ます。
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